
　

野
田
と
久
住
を
結
ぶ
大
規
模
林

道
日
野
・
金
城
線
の
日
野
―
溝
口

区
間
が
完
成
し
、
開
通
式
が
６
月

６
日
、
鵜
の
池
湖
畔
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

開
通
し
た
の
は
、
大
規
模
林
道

日
野
・
金
城
線
の
日
野
―
溝
口
区

間
で
、
野
田
地
区
か
ら
鵜
の
池
沿

い
を
通
り
、
矢
倉
峠
（
主
要
地
方

道
日
野
・
溝
口
線
）
を
交
差
。
溝

口
町
と
の
町
境
を
通
り
久
住
地
区

を
結
ぶ
、
延
長　

・
６
㌔
（
日
野

11

町
９
・
５
㌔
、
溝
口
町
２
・
１
㌔
）

で
、
平
成
元
年
に
着
工
し
、
お
よ

そ　

年
の
歳
月
と
、
約　

億
２
千

14

67

万
円
の
事
業
費
を
投
じ
ま
し
た
。

　

開
通
式
に
は
、
日
野
、
溝
口
町

と
緑
資
源
公
団
の
関
係
者
約　

人
70

が
出
席
。
梅
林
町
長
が
「
交
通
の

利
便
性
、
地
域
の
振
興
に
期
待
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
安
全
祈
願

の
神
事
後
は
、
記
念
碑
の
除
幕
、

記
念
植
樹
、
車
両
パ
レ
ー
ド
が
あ

り
ま
し
た
。

　

久
住
地
区
は
、
鳥
取
県
西
部
地

震
で
、
生
活
道
路
の
県
道
が
、
山

林
崩
落
の
た
め
現
在
も
不
通
。
昨

年
１
月
か
ら
同
林
道
は
、
う
回
路

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
林
業
活
動
、
生
活
道
路

と
し
て
地
域
振
興
へ
の
貢
献
や
災

害
時
の
う
回
路
と
し
て
期
待
さ
れ

る
と
と
も
に
、
鵜
の
池
湖
畔
へ
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
利
用
道
路
と

し
て
も
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

6広報ひの

大
規
模
林
道

　

日
野
・
金
城
線
が
開
通

                    
野
田
―
久
住
間
の　

・
６
㌔
が
完
成
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完成を祝いテープカットをする関係者

　
  

か
な　
　

ぎ

　

６
月
の
環
境
月
間
に
あ
わ
せ
、

６
月
８
日
、
公
園
美
化
住
民
一
斉

作
業
が
、
黒
坂
カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い

公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
約
１
８
０
人
が
参
加
。
草

刈
道
具
を
手
に
し
、
公
園
内
の
草

や
ご
み
を
一
つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い

に
拾
い
集
め
ま
し
た
。

　

２
時
間
の
作
業
後
に
は
、
と
て

も
き
れ
い
な
公
園
に
な
り
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
は
、
地
域
住
民
で
組

織
し
て
い
る
公
園
管
理
委
員
会

（
恩
田
孝
雄
委
員
長
）
と
黒
坂
連

合
区
会
（
福
田
和
也
会
長
）
が
、

地
域
の
人
に
呼
び
か
け
定
期
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
よ
う

と
、
春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中

の
５
月　

日
、
交
通
安
全
街
頭
広

12

報
が
、
根
雨
地
区
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
会

長
、
梅
林
町
長
）
の
会
員
ら　

人
20

が
参
加
し
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
手
渡

し
な
が
ら
「
歩
く
時
も
自
転
車
に

乗
る
時
も
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
交
通
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ていねいに草を取る参加者たち

み
ん
な
で
公
園
を
き
れ
い
に

　
　
　

黒
坂
カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い
公
園
で
清
掃
作
業

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
事
故
防
止

　
　
　
　

街
頭
広
報
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

一人ひとりに呼びかける


